
2026年 二級臨床検査士「病理学」（西日本） 

―資格認定試験会場案内および注意事項― 

 

1. 集合時間 

日程 受験番号 集合（受付）時間 試験時間 

8 月 15 日 

（土） 

全員 受付／8：00 開始 

集合／8：30（厳守） 

筆記試験／9：00～10：30 

1～12 集合／11：00（厳守） 実技試験／11：20～14：55（予定） 

13～24 集合／11：45（厳守） 実技試験／12：15～16：00（予定） 

25～36 集合／12：50（厳守） 実技試験／13：20～17：05（予定） 

37～48 集合／13：55（厳守） 実技試験／14：25～18：10（予定） 

8 月 16 日 

（日） 

49～60 集合／8：30（厳守） 実技試験／9：00～12：35（予定） 

61～72 集合／9：25（厳守） 実技試験／9：55～13：40（予定） 

73～84 集合／10：30（厳守） 実技試験／11：00～14：45（予定） 

85～96 集合／11：35（厳守） 実技試験／12：05～15：50（予定） 

＊実技試験時間は各自異なりますので受験票で確認してください。 

＊実技試験の進行状況によっては試験時間が延長することがあります。予めご了承ください。 

＊災害などによる試験への影響が生じた時の対応はメール配信とホームページにてお知らせします。 

 

2. 試験会場 天理大学 別所キャンパス（筆記・実技試験会場） 

〒632－0018 奈良県天理市別所町 80-1  

前日までの連絡先  03-5282-3117 （日本臨床検査同学院「試験係」） 

 

 

3. 待機室 

実技試験日 受験番号  待機室（2階） 

8月 15日（土）   1〜24   小教室 C 

8月 15日（土）  25〜48   小教室 B 

8月 16日（日）  49〜72   小教室 C 

8月 16日（日）  73〜96   小教室 B 

 

4. 当日の流れ 

・8月 15日（土）は、受験者全員が 1階受付で受付を済ませ、8時 30分までに集合してください。 

・筆記試験は、受験票または当日の案内で指定された会場で行います。 

・受験番号 1〜48の方は、筆記試験終了後、そのまま待機室で待機してください。 

・各グループの集合時刻の 10分前までに、待機室で待機してください。 

・受験番号 49〜96の方は、8月 15日の筆記試験終了後、係の者の指示に従って退場してください。 

・8月 16日（日）は、各グループの集合時刻の 20分前までには 1階で受付を済ませ、指定された待機室で

待機してください。 

・実技試験の開始前に、係の者が包埋試験受験者待機場所へ案内します。 

・係の者の指示なく移動しないでください。 

・実技試験開始後は待機室に戻れません。貴重品を含むすべての手荷物を持って移動してください。 

・試験終了後は速やかに退場し、未受験者との接触や試験内容に関する会話・連絡をしないでください。 

 

 

 



5. 持ち物 

 受験票 筆記用具 ゴム手袋（試験ごとに新しいものを使用します。各試験分と予備を持参してください）

白衣 時計（携帯電話、スマートフォン、スマートウォッチなどの通信機器は時計として使用できません） 

綿手袋(判別試験の際に使用) 実技試験用の小道具類（次項参照） 飲料 昼食（8月 15日に実技試験を

受験する受験番号 1〜48の方）              

 

6. 実技試験の準備・使用機器 

包埋 
・Tissue-Tek 包埋センター（サクラファインテックジャパン）を使用します。 

薄切 
・滑走式ミクロトーム（リトラトーム REM-710、REM-700／大和光機工業）を使用します。希望者には
回転式ミクロトーム RX-860 を用意します。使用に当たっては当日の指示に従ってください。 

・あらかじめ「最新臨床検査学講座 病理学/病理検査学」(医歯薬出版)、「病理技術教本」(日本臨床検査同
学院)、「病理組織技術エキスパート教本」(日本臨床検査同学院) などに掲載されている写真付解説を参
照し、可能であれば、同一機種で練習しておくことをお勧めします。 

・ミクロトーム刀（替刃式ミクロトーム刀および替刃）、筆、紙片など、薄切に必要な小道具類を持参して
ください。貸し出しは行いません。持参したミクロトーム刀が機種と合わなくても受験申請時の持ち物
のアンケートにお答えいただいた方には対応します。 

・刃物の運搬 ミクロトーム刀および替刃は、専用容器などで安全に梱包し、鞄の中に収納して運搬して
ください。 

・包埋カセットを装着するためのアダプター（カセットクランプ）は不要です。 
・切片を浮かべる水槽、冷却用氷、スライドガラス、ミスト機は会場で用意します。 
・感染予防のため、薄切時に切片へ息を吹きかける行為は禁止します。必要に応じて会場のミスト機を使
用してください。 

染色・封入 
・ピンセット、タイマーなど、染色・封入に必要な小道具類を持参してください。 
 

7. 会場内での注意事項 
通信機器・試験内容の取扱い 

・各日の受付後から当日の試験終了まで、携帯電話、スマートフォン、スマートウォッチなどの通信機器は 

電源を切り、鞄に収納してください。使用はできません。 

・待機中は、係の者の許可なく待機室や試験会場から退出しないでください。 

・試験問題・試験内容について、受験者同士で話したり、電話・メール・SNS などで伝えたりしないでくだ

さい。 

・試験終了者は未受験者と接触せず、係の者の指示に従って退場してください。 

手荷物 

・実技試験開始後は待機室に戻れないため、貴重品を含むすべての手荷物を持って移動してください。 

・スーツケースなどの大きな荷物は、本部（2階・小教室 D）で預かることができます。希望する方は受付時

に係の者へ申し出てください。 

食事・水分補給 

・8月 15日に実技試験を受験する受験番号 1〜48の方は、指定された待機室でのみ食事が可能です。1階の

飲食スペースは利用できません。 

・食事中は会話を控えてください。 

・8月 16日は会場内で食事をすることができません。集合前に食事を済ませてください。 

・水分補給は試験中を除き、指定された待機室などで可能です。飲料はあらかじめ各自で用意してください。

自動販売機は会場 1階にあります。 

感染予防・体調管理 

・適宜手指消毒を行い、周囲との距離の確保など、感染予防に協力してください。 

・発熱、強い倦怠感などの体調不良がある場合は、速やかに試験関係者へ申し出てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8. 交通案内 
＊公共交通機関をご利用ください。 
 

 

 
 

 
天理駅から別所キャンパスまでは徒歩約 15分です。 

①天理駅東口を出て、地下歩行者専用通路 1 号出入口へ下ります。②地下道の突き当たりを左奥へ進み、4 番出

口から地上へ出ます。③歩道に出て左を向き、東方向へ約 250m 直進します。④中大路交差点を渡って左折し、

信号機を 3つ通過した後、さらに約 50m直進します。⑤右手に紫色の天理大学の看板がある別所キャンパス西門

から入構してください。       

                                               

大阪方面から 京都方面から 

  

 鉄道路線図 天理駅から別所キャンパス 

 
 

 


